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1-① 流域懇談会の目的とこれまでの経過

■ 1.懇談会の目的と経過

流域懇談会 発足H16.3.23

第２回流域懇談会 台風２３号被災状況 現地視察H16.10.28

台風２３号

第３回流域懇談会 台風２３号の出水状況、今後の対策を確認

・水防災の早期完成を目指す ・防災拠点施設の対策区域への取り込みを調整

・情報提供などソフト対応のあり方について協議を継続 等

第４回流域懇談会 整備計画の見直しの提案

・整備計画を見直すことを決定 等

H16.12.7

H17.3.24

H18.3.14

第６回流域懇談会 整備計画事業の継続の必要性について

・「事業継続」とする対応方針（原案）が了承された

H20.12.19

第７回流域懇談会 変更整備計画の基本的考え方について

・「計画高水位以下の家屋の存在する全地区に築堤等を実施する。」という、基本的考え方が確認された。

- 中流部は、無提区間において全地区に築堤等を実施する。

- 下流部は、水防災の手法を用いて輪中堤、宅地嵩上げを実施。

H22.3.19

第８回流域懇談会H24.3.19

第5回流域懇談会 出水期までの取り組み状況、整備計画の見直しについての意見交換

①「人と川との関わり方」「川づくりのあり方」などにつき、流域住民、関係自治体
など地域との連携交流を図るための、意見交換会・討論会などを実施。

②「由良川水系河川整備計画」の変更について意見を述べたり点検を行うほか、
再評価や事後評価について審議。

(H16.10.20上陸)

目的：



昭和57洪水対応策を含めた新たな整備目標
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■ 1.懇談会の目的と経過
1-② 整備計画の推移

新たな整備目標

下流

中流

昭和57洪水を目標

H16
発災

現
計
画

緊
急
対
策

新
整
備
計
画

昭和57洪水を目標

昭和57洪水を目標

下流

中流

下流

中流

概ね30年間

概ね30年間

○現計画は昭和57年洪水規模を目標に概ね30年で整備。
○平成16年台風23号の被害を踏まえ、下流部は概ね10年で緊急に整備。
○緊急水防災対策の進捗を踏まえて、河川整備計画の見直しが必要。

昭和57洪水
を目標

概ね10年間
H26

H15～
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■ 2.第７回懇談会(H22.3.19)以降の出水状況
2-① 福知山地点の年最高水位
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水位（ｍ）

昭和47年
台風20号
(6.15m)

昭和34年伊勢湾

台風15号(7.1m)

昭和28年
台風13号

(7.8m)

昭和57年
台風10号
(5.45m)

昭和58年
台風10号
(5.57m)

平成16年
台風23号
(7.55m)

平成18年
7月豪雨
(5.0m)

平成23年
5月前線
(4.32m)

平成23年
台風２号
(5.14m)

平成23年
台風15号
(5.73m)

注）平成23年は年最高水位以外も記載
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○平成23年台風15号は、人的被害はなかったものの、床上浸水２棟、
床下浸水７棟、農地・道路冠水1,334haが発生した。

○福知山市では市全域に避難準備情報が、舞鶴市では加佐地区（対
象1,112人 2,622世帯）に避難勧告が発令された。

福知山市荒河

舞鶴市志高道路冠水の状況

田畑冠水の状況

府道
志高西舞鶴線

岡田下橋
由良川

浸水被害 1,334ha
※概ね農地浸水

・家屋の浸水(床上) 2棟
(床下) 7棟

・道路の通行止 21路線
・橋梁の通行止 3橋

※由良川関連の被害のみ集計

綾部地点（ピーク）
流量 2,220m3/s
水位 5.43m

※速報値（9/21 11:00）
※避難判断水位 5.00m

福知山地点（ピーク）
流量 3,187m3/s
水位 5.73m

※速報値（9/21 13:00）
※避難判断水位 5.00m

■ 2.第７回懇談会(H22.3.19)以降の出水状況
2-② 平成23年台風15号

由良川

7

福知山地点5.73mは、 100戸以上の浸水被害
が発生した昭和57年の5.45mに匹敵。

平成23年台風15号の被害
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3-① 洪水等による災害発生の防止又は軽減（堤防等の整備）

■ 3.整備目標と達成状況（治水対策）

輪中堤事業地区

目 標・昭和57年10号台風による災害発生の防止、被害の軽減を目標。
達成状況・全ての輪中堤事業に着手。内１地区の一部が平成23年度末に完成（南有路

地区の大雲橋上流側）。
・今後順次完成し、効果発現。

由
良

川下流部

完成堤防（H15以降に完成）

暫定堤防（整備中を含む）

未整備

■輪中堤の進捗率

（※築堤延長ベース）

(11,000m) (2,300m) (6,600m)

(19,900m)



天津 安井

川北

私市

戸田 並松

10現在の堤防整備状況

目 標・昭和57年10号台風による災害発生の防止、被害の軽減を目標。
達成状況・中流部では連続堤整備が約79%進捗。

3-② 洪水等による災害発生の防止又は軽減（堤防等の整備）

■ 3.整備目標と達成状況（治水対策）

由
良

川

完成堤防（H15以前に完成）
完成堤防（H15以降に完成）
暫定堤防（整備中を含む）
未整備

中流部

69.8%

9.0% 2.4%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■築堤の進捗率

(29,600m) (3,800m)

1,000m

（42,400m）

(8,000m)
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3-③ 洪水等による災害発生の防止又は軽減（堤防等の整備）

■ 3.整備目標と達成状況（治水対策）

流下能力図

(m3/s)

(m3/s)

下流部 中流部

整備計画策定当時

現況

計画高水流量

整備計画目標流量

(H15以降整備済）

目 標・昭和57年10号台風による災害発生の防止、被害の軽減を目標。
達成状況・下流部では輪中堤整備箇所の築堤が進捗しており、順次効果を発現。

・中流部では約86%の区間で昭和57年洪水を安全に流下可能。



志高

岡田下橋

由良川

H23.11撮影

10k

11k

12k

13k

12

■ 3.整備目標と達成状況（治水対策）

■工事状況

由
良

川

水間

丸田

下東

八雲橋

H23.11撮影

水間・中山地区

志高地区

水間・中山地区の築堤護岸整備の状況

H24.3撮影

H24.3撮影

志高地区の築堤状況

3-④ 洪水等による災害発生の防止又は軽減（堤防等の整備）

5k

4k

6k

輪中堤完成部

中山



由
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川

南有路
大

雲
橋

北有路

H23.12撮影

由
良
川

河守

宮川

千原・尾藤

公庄

大江美河橋（新設）

H23.11撮影

■ 3.整備目標と達成状況（治水対策）

■工事状況

南有路地区

河守、公庄、千原・尾藤地区

H24.3撮影

河守地区堤防整備の状況

3-⑤ 洪水等による災害発生の防止又は軽減（堤防等の整備）

南有路地の築堤状況

H24.3撮影

22
k

22
.5

k

21
.5

k

25k

26k

27k

輪中堤完成部

大雲橋

大江支所
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由
良
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戸田

川北
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■ 3.整備目標と達成状況（治水対策）

天津（勅使）・安井地区

■工事状況

H24.3撮影

安井地区堤防整備の状況

戸田地区

戸
田

橋

3-⑥ 洪水等による災害発生の防止又は軽減（堤防等の整備）

戸田地区の堤防整備状況

H24.3撮影

31k

32k
筈巻橋

33k

42
k

43
k

堤防完成部
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■支援する整備
①防災拠点機能の確保（各市）
②災害時資機材整備（各市）
③防災計画見直し（各市）
④水害時避難場所見直し（各市）

■伝える整備
①河川情報の提供（河川管理者）
②道路防災情報の提供（道路管理者）
③治水記念館（福知山市）
④ハザードマップ配布（各市）
⑤災害時情報の周知（各市）
⑥各種メディアを介した防災情報

の配信（各市）

■協働する整備
①自主防災組織支援（各市）
②防災・避難訓練（各市）
③災害を伝える活動（各市）

防災拠点機能(2F）

大江支所

防災拠点機能(1F）

防災拠点機能の２Ｆへの移設 災害時資機材の整備 防災無線受信機配備

道路遮断機の整備 注意喚起看板整備

治水記念館自主防災組織支援 救助訓練 防災・減災フォーラム

○○地区に
洪水警報が

発表されました

水位情報表示板 緊急情報配信システム 地域ラジオ放送との連携 洪水位標の設置

リアルタイム水位縦断図
通行規制マニュア

ル整備

3-⑦ 洪水等による災害発生の防止又は軽減（情報提供等）

■ 3.整備目標と達成状況（治水対策）

氾濫危険水位の現地での表示

■土地利用誘導
①災害危険区域指定（各市）

目 標・目標洪水に対する被害の軽減を目標。
達成状況・緊急水防災対策協議会の各機関で連携し、ソフト対策や土地利用誘導を実施
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目 標・人と川の良好な関係を創出することを目標
達成状況・「総合学習」「出前講座」「水生生物調査」等による学習・啓発の実施

・日常巡視により施設を点検。必要に応じ、随時対策や補修等を実施
・「由良川下流水面利用調整協議会」において、地元住民、漁業従事者、
観光協会、行政等が、望ましい水面利用のあり方について議論・調整
し、水面利用に関する自主ルールを平成21 年度から運用

平成23年の水生生物による水質調査実施状況

3-⑧ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持（人と川の良好な関係創出）

■ 3.整備目標と達成状況（河川利用）

（福知山河川国道事務所調べ）

水生生物による水質調査実施状況
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3% 水際
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高水敷
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堤防
28%

水面
5%

水際
3%

高水敷
60%

堤防
32%

目 標・人と川の良好な関係を創出することを目標
達成状況・河川利用者総数を維持

【利用形態】

【利用場所】

H18 H21

3-⑨ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持（人と川の良好な関係創出）

■ 3.整備目標と達成状況（河川利用）

H18 H21

・河川空間の利用状況の実態を把握し、良好な河川空間の保全・整備に資することを目的に、概ね３年に１回、河
川空間利用実態調査を実施。

・綾部市の人形ながし、水無月大祭の花火大会、福知山市での花火大会などのイベントに多く利用。
・運動場が綾部市民グランド、猪崎河川敷運動広場（福知山市）等の４箇所、公園は綾部市水辺の楽校、由良川花
庭園等の６箇所あり、憩いとふれあいの場として利用。

・年間河川利用者総数（推定）は、約50万人で、約80%弱が散策等に利用。
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【利用者総数】

（福知山河川国道事務所調べ）



3-⑩ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持（良好な水質の維持）

■ 3.整備目標と達成状況（河川利用）

目 標・良好な水質を維持することを目標。
達成状況・各地点のBOD75%値は、約 0.5～0.9mg/lと環境基準(2.0mg/l)以下を維持。

BOD75%値の経年変化

BOD年平均値

約 0.7mg/l

近畿３位
全国50位

※近畿は17河川中
全国は165河川中

18

・主要地点（9箇所）において、BODなどの生活環境項目、カドミウムなどの健康項目等について年間を通じて水
質を測定。

・環境基準の類型指定は、大野ダムから上流がAA類型、下流がA類型に指定。

（福知山河川国道事務所調べ）

平成２２年 由良川の水質



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H15

目 標・適正な取水を維持することを目標
達成状況・取水量に大きな変化は無なく、適

正に維持されている。
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【水系全体の水利用内訳】

■ 3.整備目標と達成状況（河川利用）

・良好な河川環境のもとに水利用がなされて

おり、上流の山間地域では急な河床勾配を

活かした水力発電利用が多く、中・下流域で

は農業・水道用水利用が多い。

・水利用は、発電用水が約92％を占め、最大

102.9m3/s、常時12.2m3/sを取水。発電を除

くと、農業用水が約80％を占め、水道用水

が約14％、工業用水が約6％で利用されて

おり、近年、かんがい面積の減少により農業

用水が減少。

3-⑪ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持（適正な水利用の維持）

農業用水 水道用水 工業用水
その他 発電用水

（福知山河川国道事務所調べ）

農業用水
9.411m3/s
(83.7%)

農業用水
7.148m3/s
(79.6%)

水道用水
1.265m3/s
(11.2%)

水道用水
1.263m3/s
(14.1%)

工業用水
0.544m3/s

(6.1%)

その他
0.029m3/s

(0.3%)

その他
0.029m3/s

(0.3%)

工業用水
0.544m3/s

(4.8%)

発電用水
102.867m3/s

(90.1%)

発電用水
102.867m3/s

(92.0%)

【発電を除く水利用内訳】
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目 標・河川愛護精神の高揚を図ることを目標。
達成状況・「河川愛護月間」等で、地域住民、団体等の協力を得て河川清掃を実施。

・不法投棄の現状を広く知ってもらうため、「由良川ゴミマップ」を公開。
・公募により河川愛護モニターを委嘱し、地域情報の収集や河川愛護を啓発

3-⑫ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持（河川愛護精神の高揚）

■ 3.整備目標と達成状況（河川利用）

「福知山堤防愛護会」による河川清掃
（音無瀬橋左岸付近）

由良川ゴミマップ（平成22年4～9月）

河川愛護モニターによる情報収集や啓発
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目 標・由良川の自然環境を核として、

人がやすらぎ、多様な生物の生

息・生育環境を確保し、現在の由

良川の環境を次世代に引き継いで

いくことを目標。

達成状況・河川における生物相を定期的、

継続的、統一的に把握することを

目的に「河川水辺の国勢調査」を

平成２年より実施。

3-⑬ 河川環境の整備と保全（由良川の環境の次世代への継承）

■ 3.整備目標と達成状況（河川環境）

「河川水辺の国勢調査」のスケジュール

「河川水辺の国勢調査」の調査地点

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

魚類・底生動物 ● ● ●

植物 ● ●

鳥類 ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ●

陸上昆虫類 ● ●

● ●

● ● ● ● ●

※H25以降は予定

河川環境基図作成調査

河川空間利用実態調査

調査項目　＼　調査年度
3巡目 4巡目

生物調査 4巡目結果の
分析・総括

●● ●●●●

●● ●●

●● ●●
●● ●●

●●

●●
●●

●●

●●

●●
●●
●● ●●

●●

●●
●●

●●

●●●●

●●

●●
●●

●●●●
●●

●●

●●

●●
●● ●●

●●

●●

●●

●●

●●国管理区間全域で実施

土 師 川
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3-⑭ 河川環境の整備と保全（魚類、底生動物の生息環境の確保）

■ 3.整備目標と達成状況（河川環境）

目 標・多様な生物の

生息・生育環境

の確保を目標

達成状況・生態系の動向に

大きな変化はなく

現在の環境を保全

できている。

22

代表的な種（整備計画記載種）の確認状況

底生動物

河川区分 種名 重要種指定
河川水辺の国勢調査

Ｈ4 H8 H13 H18

河口付近 ヤマトシジミ 環境省RL：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○

中流域 アンナンデールヨコエビ ○ ○

キアシツメトゲブユ ○ ○

ウスバヒメガガンボ ○

ビワアシエダトビケラ 環境省RL：絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○

モノアラガイ 環境省RL：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○

グンバイトンボ
環境省RL：準絶滅危惧
京都RDB：準絶滅危惧種

○

・魚類は、確認種に大きな

変化はない。

・底生動物も調査内容の違

いにより、年度ごとの確認

種数にばらつきはあるが、

大きな変化はない。

魚 類

河川区分 種名 重要種指定
河川水辺の国勢調査

Ｈ4 H8 H13 H18
河口付近 アカエイ ○ ○

ヒラメ ○ ○ ○
クサフグ ○ ○

感潮区間 スズキ ○ ○ ○ ○
ボラ ○ ○ ○ ○
サケ ○ ○

下流淡水域 アユ ○ ○ ○ ○

ギギ ○ ○ ○ ○

カマツカ ○ ○ ○ ○
中流域 オイカワ ○ ○ ○ ○

アユ ○ ○ ○ ○
コイ ○ ○ ○ ○
サケ ○ ○ ○
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3-⑮ 河川環境の整備と保全（鳥、小動物、昆虫類、植物の生息環境の確保）

■ 3.整備目標と達成状況（河川環境）

23

河川区分 種名 重要種指定
河川水辺の国勢調査

H7 H12 H17 H22

河口付近 カンムリカイツブリ ○ ○ ○ ○

ウミウ ○ ○

下流淡水域 オオヨシキリ 近畿鳥類RDB：ランク3(繁殖) ○ ○ ○ ○

カケス ○ ○ ○ ○

中流域 イカルチドリ
京都RDB：準絶滅危惧種
近畿鳥類RDB：ランク3(繁殖)

○ ○ ○ ○

オオヨシキリ 近畿鳥類RDB：ランク3(繁殖) ○ ○ ○ ○

カワウ ○ ○ ○ ○

カワセミ 近畿鳥類RDB：ランク3(繁殖) ○ ○ ○ ○

河川区分 種名 重要種指定
河川水辺の国勢調査

H5 H10 H15 H20

河口付近 ニッポンハナダカバチ 環境省RL：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○

カガリビコモリグモ ○

オオアカアシコハナコメツキ ○ ○ ○

ウミベアカバハネカクシ ○ ○ ○

下流淡水域 ナガコガネグモ ○ ○ ○ ○

ヒメギス ○ ○ ○ ○

ヨモギハムシ ○ ○ ○ ○

中流域 グンバイトンボ 環境省RL：準絶滅危惧 ○ ○ ○

河川区分 種名 重要種指定
河川水辺の国勢調査

Ｈ6･7 Ｈ11 Ｈ16

下流淡水域 カヤネズミ 京都RDB：準絶滅危惧種 ○ ○ ○

中流域 タヌキ ○ ○ ○

キツネ ○ ○ ○

カヤネズミ 京都RDB：準絶滅危惧種 ○ ○ ○

河川区分 種名 重要種指定
河川水辺の国勢調査

H4 H9 H14 Ｈ19

河口付近 ハマナス 京都RDB：準絶滅危惧種 ○ ○ ○

感潮区間 マコモ ○ ○ ○

ミゾソバ ○ ○ ○ ○

タコノアシ 環境省RL：準絶滅危惧
京都RDB：絶滅寸前種

○ ○ ○ ○

下流淡水域 ネコヤナギ ○ ○ ○ ○
代表的な種（整備計画記載種）の確認状況

鳥類

陸上昆虫類等

小動物

植物

・鳥類、小動物、植物は、確認

種に大きな変化はない。

・陸上昆虫類は、各調査年で

確認状況にばらつきがあるが、

確認種の構成や重要種につ

いては、大きな変化はない。

目 標・多様な生物の

生息・生育環境

の確保を目標

達成状況・生態系の動向に

大きな変化はなく

現在の環境を保全

できている。



■ 第8回由良川流域懇談会

１．懇談会の目的と経過

２．第７回懇談会(H22.3.19)以降の出水状況

３．整備目標と達成状況

４．現時点の課題と対応

５．今後の目標達成の見込み

６．新整備計画に向けて

７．今後の予定
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4-① 現時点の課題

■ 4.現時点の課題と対応

■左右岸・上下流バランスへの配慮

■整備による水位の変化への対応

■宅地嵩上げ対策の実施

○現時点における事業実施上の課題



4-②-1 左右岸バランスへの配慮

■ 4.現時点の課題と対応

課題 ○ 無堤地区で片岸の整備を先行すると、対岸に被害が転嫁される恐れがある。

26

片岸の整備を先行すると対岸の被害を助長
片岸の整備を先行した場合

▽

整備前

▽

水位上昇
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●堤防の整備により、
被害が対岸に転嫁さ
れないよう、左右岸を
同時期に完成させる。

4-②-2 左右岸バランスへの配慮

■ 4.現時点の課題と対応

堤防整備

32.0k

32.5k

31.5k

由
良

川
牧川

堤防整備

安井

天津

左右岸を同時に完成

対応



4-③-1 上下流バランスへの配慮

■ 4.現時点の課題と対応

課題 ○整備計画が完成すれば、目標流量では中下流とも被害は発生しない。
○目標を上回る洪水が発生した場合、中流部を連続堤で完成させると、洪水規模に
よっては、完成させた区間が防御される一方で、下流への流量が増加し、破堤による
甚大な被害が発生したり、下流の被害が増大する場合がある。

28

↑下流部

↓中流部

目標を上回る洪水では、
下流で水位が上昇し、被
害が増大する場合がある

整備前の浸水被害 （イメージ）

↑下流部

↓中流部

整備後

S57規模では中下流

とも被害は発生しない
▽S57規模洪水時水位

▽ 水位が上昇

中流で目標以上の洪水が
流下し、下流で水位が上昇

下流部・未整備地区

▽目標を上回る洪水が流下

中流部・完成堤

▽
S57規模洪水時水位

超過洪水が発生した場合

整備目標を
上回る洪水

破堤せず、下流へ流達



4-③-2 上下流バランスへの配慮

■ 4.現時点の課題と対応

対応 ●整備計画において、中流部の一部で余裕高を設けない堤防とすることにより、甚大
な被害の回避を図るとともに、下流に浸水被害を偏らせないよう配慮。
●堤防に余裕高を設けない区間では、洪水の越水による法尻洗掘防止や破堤時等の
減災対策として、樹林帯を堤防に沿って整備。

29

計画堤防高
H.W .L（ 計画高水位）

余裕高を設けない堤防と樹林帯の整備区間

樹林帯

▽
S57規模洪水時水位

▽
S57規模洪水時水位

▽被害を分散した水位

▽

余裕高を
設けない堤防

中流部

下流部

由良川

目標を上回る洪水では はん濫

法尻洗掘防止・減災対策

下流に偏らせず、浸水被害を分散



課題 ○堤防整備により、川幅が狭くなり、流量も増加するため、水位の上昇が考えられる

○このことから、浸水被害の増大を懸念する声が寄せられている

30

4-④-1 整備による水位の変化への対応

■ 4.現時点の対応と課題

-2

-1
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

水
位

(m
)

計画高水位

計画堤防高

水防災対策前水位（H15時点）

水防災対策後水位（樹木を伐採しない場合）

家屋高（未対策地区）

家屋高（緊急水防災対策地区）

樹木伐採計画箇所

久田美

大川 志高 地頭 高津江 三河 北有路 河守 公庄

水間、中山 上東 桑飼下 二箇 二箇 南有路 千原
河

床水位上昇で想定される被害箇所

※）家屋高は現時点の家屋地盤高である

距離標(km)

昭和57年規模洪水での河川水位と家屋高
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対応： ●昭和57年規模の洪水による被害を増加させないため、築堤と並行して河道内の

樹木伐採を実施していく。加えて生長繁茂した樹木群も計画的に伐採していく

4-④-2 整備による水位の変化への対応

■ 4.現時点の課題と対応

・主に低水路内の樹木（主
にヤナギ）を伐採（伐採
面積約26ha）。

・平成２３年度から着手し、
今後３カ年で実施予定。

・モニタリング調査を実施
し、必要に応じて環境保
全策を講じる。

効果：樹木伐採により、
水位上昇を抑制する

26k

25k

13k

12
k11

k

由
良
川

志高

岡田由里

桑飼下

由
良

川

宮川

由良

石浦

和江

丸田

大川

志高

岡田由里

桑飼下

桑飼上

久田美

三日市

上東

下東

水間
中山

蒲江

油江

西神崎
地頭

高津江

三河

北有路

二箇

桑飼上

南有路

河守

公庄

日籐

下天津

筈巻

河東

千原

5k

10k

15k

15k

20
k

25k

30
k

樹木伐採範囲（例示）

樹木伐採範囲（例示）

舞鶴市桑飼下付近

福知山市大江町河守付近

千原
河守
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○整備計画では、「輪中堤や宅地嵩上げ
により緊急的かつ効率的に防御する」

○輪中堤は進捗しており、順次完成して
いくが、宅地嵩上げ（ １０地区約１３０
戸）は未着手であり、今後合意形成を
し、早急に進捗を図る必要がある。

4-⑤-1 宅地嵩上げ対策の実施

■ 4.現時点の課題と対応

宅地嵩上げの手順

地形特性に応じて
宅地嵩上げを選定

ジャッキアップ・宅地嵩上げ

宅地嵩上げの
合意形成・同意

物件調査・設計 宅地嵩上げの実施

課題
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対応 ●地形特性に応じた治水対策の実施にあたって、宅地嵩上げの長短所を
説明し、施策への合意形成を図る必要がある。

4-⑤-2 宅地嵩上げ対策の実施

■ 4.現時点の課題と対応

青字：デメリット 赤字：メリット

整備前 整備後

宅地嵩上げ

計画高水位（H.W.L）

S57年出水規模の水位

計画高水位（H.W.L）

S57年出水規模の水位

・氾濫が生じた場合も、浸水深が深くなりにくく、壊滅的な被害を受けにくい。
・内水浸水被害を受けにくい。
・洪水時に河川の増水状況が目視でき、避難の判断が比較的容易。

洪水に対する
特性

土地利用、
住環境に
対する特性

・現状と同程度以上の見晴らしが確保できる。
・堤防などによる潰れ地がほとんど発生しない。
・現状より道路へのアクセスがしにくくなる。
・工事期間中は仮移転が必要。



■ 第8回由良川流域懇談会

１．懇談会の目的と経過

２．第７回懇談会(H22.3.19)以降の出水状況

３．整備目標と達成状況

４．現時点の課題と対応

５．今後の目標達成の見込み

６．新整備計画に向けて

７．今後の予定
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5-① 緊急水防災完了時点の昭和57年台風10号規模の降雨に対する被害軽減状況

■ 5.今後の目標達成の見込み

○由良川下流部では昭和57年台風10号規模の降雨に対して、家屋浸水の発生が解消。

下流部では、

緊急水防災の実施により、

家屋浸水が解消

■H15時点

※）浸水家屋数は不等流計算水位と家屋地盤高の比較に基づく推定値

想定氾濫区域

0

91

0 50 100

浸水家屋数(戸)

H26時点

H15時点
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5-② 緊急水防災完了時点の昭和57年台風10号規模の降雨に対する被害軽減状況

■ 5.今後の目標達成の見込み

○由良川中流部では、昭和57年台風10号規模の降雨に対して、被害が軽減。

○現計画完成時には、浸水被害を軽減・解消。

■H15時点

想定氾濫区域

■H26時点

※）浸水家屋数、氾濫面積は想定氾濫解析に基づく推定値

0

42

55

0 20 40 60

浸水家屋数(戸)

整備計画完成後

H26時点

H15時点

現

（平成４４年頃）

整備計画完成までに整備

中流部では、

連続堤を整備することにより、

浸水被害を軽減・解消

H15～H26までに整備

効果発現



■ 第8回由良川流域懇談会

１．懇談会の目的と経過

２．第７回懇談会(H22.3.19)以降の出水状況

３．整備目標と達成状況

４．現時点の課題と対応

５．今後の目標達成の見込み

６．新整備計画に向けて

７．今後の予定
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▽S28規模洪水
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■ 6.新整備計画に向けて
6-① 整備目標の概念

○ 緊急水防災では、昭和５７年洪水規模での住家被害に対し築堤等を実施（H26達成見込み）

○ 今後、輪中堤・宅地嵩上げや河道掘削等を実施し、治水安全度の順次向上を図り、

方針規模（昭和２８年洪水規模）対応を目指していく

▽S57年洪水規模（緊急水防災）

河道掘削等

輪中堤・宅地嵩上げ等

治水安全度向上のイメージ

輪中堤・宅地嵩上げ等

昭和５７年洪水
規模対応

（緊急水防災）

整備計画
策定

Ｈ１５ Ｈ２６ 将来

昭和２８年洪水
規模対応達成

順次安全度を向上

概ね３０年後

新整備計画対応

河道掘削等
による安全度向上輪中堤・宅地嵩上げ等

による安全度向上
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■ 6.新整備計画に向けて
6-② 整備目標の概念

○下流部では、現整備計画に加え、輪中堤・宅地嵩上げを整備する地区を追加するこ
とにより、戦後第３位である昭和３４年洪水に対して対応が可能。

福知山地点流量（m3/s)
5,600m3/s

3,600m3/s

約5,300m3/s

約4,100m3/s

輪
中
堤
・
宅
地
嵩
上
げ
等
に
よ
り

家
屋
被
害
に
対
応
す
る
範
囲

（
緊
急
水
防
災
）

輪
中
堤
・
宅
地
嵩
上
げ
等
に
よ
り

家
屋
被
害
に
対
応
で
き
る
範
囲

河
道
掘
削
等
に
よ
り

家
屋
被
害
に
対
応
す
る
範
囲

約4,400m3/s
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6-③ 新整備計画の基本的考え方

■ 6.新整備計画に向けて

○計画高水位以下の家屋の存在する全地区に築堤等を実施

結果として、下流部では昭和２８年洪水では被害が残るが、

昭和３４年規模洪水には対応が可能

○住民意見を反映・地方公共団体の長の意見を聴き、

新整備計画を策定

○新整備計画立案時の配慮事項
○環境

河畔林の保全

水際環境への配慮

○利水

取・排水施設の機能維持

○治水

上下流バランスを考慮した整備

超過洪水を考慮した整備



■ 第8回由良川流域懇談会

１．懇談会の目的と経過

２．第７回懇談会(H22.3.19)以降の出水状況

３．整備目標と達成状況

４．現時点の課題と対応
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７．今後の予定
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H24年度～H23年度

第８回懇談会

・現計画の目
標達成状況に
ついて

今後のスケジュール(案）

※懇談会は必要に応じて回数を増やす場合がある

第９回懇談会

・新整備計画
（原案）の案に
ついて

新
整
備
計
画
（
案
）

新
整
備
計
画
策
定

公聴会の開
催等による
住民意見

地方公共
団体の長

意見 意見

7-① 新整備計画策定までのスケジュール（案）

■ 7.今後の予定

第10回懇談会

・新整備計画
（原案）につい
て

下流部
緊急

水防災
対策

協議会
現
地
視
察


